




























浅間方言の hato「ɴ「機」（上野 1977：８；2017a：146）,  kato「ɴ「副食物」（柴田 1960：
16, 18；上野 2017b：239）, 「mazjuɴ「ハブ」（ローレンス・岡村 2009：176；上野 2017a：
145）は歴史的に *hata-moɴ, *kate-moɴ, *mazi-moɴ という「物」で終わる語形に遡るが、
共時文法にない m脱落をうけているためにこれらの語形は共時的な複合名詞ではないとみ
られる｡ ３  本節では -ムン「者・物」という形態素を共時的に後部成素としてもっている





















































「Maamuɴ「美味しい物」４  （[0666], 上野 2018b：157）
「ʔuimuɴ「織物」
「waamuɴ「私の物」

























































































































































































kaɴmu「ɴ「食い物」（[1711], 上野 2016：228；2018b：141, 160）
kɨdamu「ɴ「けだもの」






























ｉ．hoi「muɴ ~ hwëi「muɴ「酢和え」10  （上野 2017b：213, 231）




































































































muɴ と「huumuɴ はそれぞれ *ʔahamuɴ
（< **akamoɴ）と *ʔuhumuɴ（< **opomoɴ）に由来する。ʔu という拍は u の拍（[（w）u]）
と音韻的に対立する（例えば 「ʔutuu「音」対 「utuu「夫」（岡村 2007：34））が、ʔa の拍
に対立する声門閉鎖音を伴わない a拍は感嘆詞以外の語形に存在しないようである（岡村 






二音節 ＋ムン の高起式名詞に下降音調の σµσµµ-muɴ（1c）と 平進音調の σµµσµ-muɴ（1d）
とがある。三音節以上 ＋ ムン の高起式名詞のほとんどは平進音調（1f）であるが、そこ



















































じである。CVːCeɴ 以外の σµµCVɴ と σµµCVi はそれぞれ（2ai）と（2b）と同様に下降音























高起式の σµµ-muɴ の無標の音調と σµσµµ（…）-muɴ の音調は下降音調である。一方で、高
起式の σµµσµ（…）-muɴ と σµσµ（…）-muɴ（（1d）と（1f）のほとんど）の音調は平進音調で
ある。高起式の σµµσµµ（…）-muɴ は資料に二例（（1f）の ʔjëëzjaɴKirɨmuɴ と ʔuudoomuɴ）
を見るのみであるが、ともに平進音調である。
浅間方言の低起式の µµσµµ の語形の大多数は音調が µµµ「µ であるが、少数の µµ「µµ もあ
る。-ムン名詞（1h, i）もそうである。本稿資料にある µµ「µµ（1i）のうち、二語は Coi- で
始まる。ローレンス（2017：20fn19）では Coi の実際の発音が二拍一音節であるにもかか
わらず、音韻論的には三拍であると論じた。３拍＋-muɴ の低起式名詞は µµµ「muɴ なので、
Coimuɴ が Coi「muɴ になるのは Coi の三拍性に因るためであろう。
hoi「muɴ「酢和え」の古い発音として hwëi「muɴ があり、このことから ëi は oi と同じ
ように三拍扱いにされることが察せられる。同じ中段母音で始まる ei を含む語頭音節の 
σµµσµµ 構造の名詞は µµ「µµ の音調を生じない（例えば heita「i「兵隊」（上野 2018b：159）, 
− 183 −
keisja「ɴ「計算」（上野 2018a：314）,  sjeiro「o「蒸篭」（上野 2017b：219））。このことから、
後舌の中段母音と i の連鎖が三拍扱いになると言えよう。しかし、hukumo「i「バナナの蕾」
（上野 2018b：160）,  nukumo「i「火に当たること」（上野 2018b：161） が *huku「moi, 
*nuku「moi の音調にならないのは、oi（と ëi）が三拍扱いになるのは語頭音節においての
みであることを示唆する。
（1i）の jui「muɴ「酔っ払い」と tui「muɴ「捕り物」はともに -ui で終る動詞の連用形が
前部成素である。ほかに（C）uiσµµ の名詞は浅間方言の諸資料に見当たらないため、-ui が 
oi と ëi と同様に三拍扱いになっている故に µµ「µµ音調になっているか、あるいは別の理
由でそうなっているかは現段階では判断がつかないところである。


































muɴ「幼児」とがある。前部成素の形容詞形は低起式の ginjaa「hai ~ gunjaa「hai 
















付 与 さ れ る（例：「Cjuumai「一 杯」（上 野 2017b：238）, 「Cjuumaa
」






















音（ʔ）がないことを示すアポストロフィー（ ’ ）は省略する。音調は 「 （高音調の出
だし）と  
」
（高音調から低音調への下降）で表す。µ は モーラ（=拍）の、そして σ 

























dai「短大」（以上 217頁）, 「Cjuukëi「一回」, 「Mjaadëë
「琉球竹」（以上 228頁）である。
３　m脱落は gasjë「ë「渡り蟹」（ローレンス・岡村 2009：176；上野 2018b：153）,  mɨɨ「zja
「蚯蚓」（上野 1977：16）, 「muu「桃」（上野 1977：７；2017a：145）, 「sjuu「下」（上野 








10　上野（2018a：304）は hwëi「muɴ の音調を LLLH としている。
11　上野（2017a：158）は音調を LLLH としているが、岡村氏はこれを良しとしない。
12　Cju と意味的対立をなす cju は一つの単語に存在する（cjuu「ka「鉄瓶、薬缶」（岡村 
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